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平戸南北「お魚まつり＆酒蔵」合戦

千光寺 “呈茶” と平戸菓子物産展

平戸南北「お魚まつり＆酒蔵」合戦
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恒平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,365人（－290）
　男性／16,590人（－143）
　女性／18,775人（－147）
■世帯数　14,343戸（－47）
※（ ）は、前月との比較

平成24年4月1日現在

　４月7日・８日、木ヶ津町
一帯で行われた「第10回木ヶ
津千灯篭春まつり」からの一
コマ。石灯籠に火が灯ると、
蓮池には灯篭と桜が映り、幽
玄な世界が広がりました。ま
た、俳句や川柳で木ヶ津を一
句詠むコーナーでは、外国語
で書かれた短冊もあり、春の
美しい木ヶ津の風景や花など
を表現していました。

　平戸に約1カ月間滞在し
たオランダの青少年文学作
家ロブ・リューヘンベルク
さん。ロブさんは滞在中に
結婚記念日を迎え、妻ハニ
ーさんと着物姿で記念撮影
をしました。撮影場所は幸
橋や平戸オランダ商館など
の観光スポット。4月17日
にも幸橋で婚礼撮影があり
ました。婚礼衣装に身を包
んだご夫妻からは、幸せの
お裾分け♡幸橋は幸せの橋
渡し。２人で渡ると幸せに
なれる…かも。

　みなさんはじめまして。
今月から広報担当でお世話
になります。不慣れなこと
が多く、戸惑いばかりの毎
日ですが、頑張っていきま
すのでよろしくお願いしま
す。目標は、平戸市内の全
てのみなさんに「毎月の広
報ひらどが楽しみ！」と言
ってもらえる広報紙をつく
ることです。これから、イ
ベントなどでみなさんに会
えるのを楽しみにしていま
す。広報を見かけたら気軽
に声をかけてください。
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特集　オランダ商館を活かせ。Vol．4
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市長のトップ対談シリーズ13
平戸遺産
「やらんば！平戸応援寄附金」を活用しました

市民の声・読者プレゼントコーナー
みんなの図書館
黒田市長の平戸初体験記・カピタン日記
まちのひとびと
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

●

風薫る皐月。さあ、出かけましょ。

●
●

●

　平戸島南部の津吉町商店街約500ｍに、九州各
地からの露店商らが集まり、多くの人出でにぎわ
います。

　栄西禅師が日本で初めてお茶の木を植えた
と伝えられている千光寺で、献茶式や呈茶の
サービス、平戸のお菓子販売のほか、座禅体
験なども行います。

森酒造場　酒蔵開き
ところ：森酒造場（午前10時～午後4時）
　　　　　森酒造場（☎23-3131）
　○新酒試飲、利き酒および販売
　○酒ゼリー、鯛の塩麹漬け、奈良漬販売
　○マイラベル作成
　○堤けんじさん「たぬき絵展」
　○酒蔵見学
　　（午前11時・午後１時・午後３時）

第58回津吉茶市
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春の宵  夜桜、ひらり。
第10回木ヶ津千灯篭春まつり
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第12回志々伎漁協おさかな祭り
ところ：志々伎漁協（午前10時～午後2時）
　　　　　志々伎漁協（☎27-1144）
　○お楽しみ抽選券発行（500枚）
　○活魚・鮮魚販売
　　浜値で安く買うことができます。
　○無料試食（タイ刺身・あんこう鍋）
　○焼き場コーナー
　　ほかに、オークション、
　　大物魚の解体ショー、魚つかみ取り大会など。

福田酒造　酒蔵開き
ところ：福田酒造（午前10時～午後3時）
　　　　　福田酒造（☎27-1111）
　○新酒・焼酎各種試飲販売
　○福鶴じゃがたらお春博物館無料開放
　○超長期貯蔵焼酎限定販売（限定50本）
　○手作り酒粕蒸しパン販売（限定500個）
　　ほかに、酒蔵見学、餅まきなど。 

平戸市漁協おさかな祭り
ところ：平戸市漁協（午前10時～午後4時）
　　　　　平戸市漁協（☎22-3133）
　○活魚・鮮魚販売
　　活魚をその場で刺身にさばいて食べるこ
　　とができます。海鮮丼も（700円）販売！
　○平戸港交流広場に焼き台コーナーを設置
　○カキのつかみ取り（無料・先着50人）

ところ：津吉町ふれあい通り（午前9時～午後9時
　　　　※27日のみ午前７時～午後５時）
主　催：　 津吉青年商工会
　　　　　 代表 岡田（☎080‐5242‐5540）

ところ：千光寺（木引町354-2）（午前9時～午後4時）
　　　　 　観光課観光振興班（☎内線2273）
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これからのまちづくりの中心となる平戸オランダ商館が復元され、
どのようなまちづくりを行っていくのか求められています。

このまちづくりを形にするため、中・長期アクションプランの提案を市長へ行いました。

Vol.４「中・長期アクションプランを市長へ提出」
これからのまちづくりの中心となる平戸オランダ商館が復元され

Vol.４「中・長期アクションプランを市長へ提出」

The Dutch Trading Post in Hirado -Reconstruction Of the1639 Warehouse-
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　17世紀はじめの日蘭交流の歴史的な価値を
知ってもらい、交流人口の拡大を図るため、復元
施設及び多様な展示などを活用した事業を企画・
提案します。
【主な提案事業】
海外文化各種体験事業
　商館長１日体験、おみやげ作り体験など商館関
　係の体験のほか、海外交流の歴史に基づいた体
　験事業を展開する。
オランダ商館中庭活用事業
　平戸オランダ商館の中庭において、オランダや
　平戸の特産品販売、または、ミニコンサートの
　開催など中庭を活用した新たな事業。
【そのほかの提案事業】
　   　○オランダ商館舞台芸術開催事業
　　　　○大学・研究機関との連携
　　　　　○オランダ講座開催事業
　　　　　   ○芸術家作品展示事業　など

　「人と人とが繋がる」をキーワードに、平戸市
民としての意識醸成を高めるため、町並み・伝統
文化などを活かす事業を企画・提案します。
【主な提案事業】
四季（季節）を楽しむ交流事業
　四季折々の装飾（ひな飾りやこいのぼりなど）
　でまちを彩り、いつ来ても楽しめるようにする。
　また、平戸の伝統文化などを味わってもらう。
まちなか花いっぱい事業
　商店街や平戸オランダ商館周辺の環境美化を行
　うために、花などの植栽を行う。
【そのほかの提案事業】
　○ひらどまち歩き事業
　○伝統文化活用事業
　○スタンプラリー事業
　○まるごと平戸塾
　○もてなしコーディネーター事業
　○環境美化事業　など

　食のルーツを研究し、オランダと平戸をキー
ワードにした食を通じて、人と人が交流するまち
をつくるための事業を企画・提案します。
【主な提案事業】
街なか食べ歩き散策事業
　テイクアウトフードを店頭販売し、散策型の観
　光の推進を行う。
平戸・オランダの食文化研究事業
　平戸、オランダの食文化を研究開発し、観光客
　や市民へワークショップ及び体験型の観光を推
　進する。レシピ集の活用など
【そのほかの提案事業】
　○平戸グルメストリート等整備事業
　○貿易港（平戸港）推進事業
　○平戸・オランダの食文化研究事業
　○平戸発祥復元事業
　○平戸オランダＢＡＲ開催事業
　○グルメコンテスト開催事業　など

　多様化するニーズ・価値観に対応できる情報発
信の仕組みづくりを行うとともに、過去・現在・
未来へとこの交流をつなげるため事業を企画・提
案します。
【主な提案事業】
平戸まちなか歴史キャラバン隊事業
　まちなかキャラクター事業の発展形として、歴
　史上の人物に扮したプロの宣伝隊を結成し、効
　果的な情報発信・ＰＲを行う人材育成。
平戸検定まちなか回遊事業
　平戸検定の問題を商店街内の店舗に掲示するこ
　とにより、商店街内の回遊を図り、かつ、平戸
　の歴史文化をＰＲする。
【そのほかの提案事業】
　○情報発信あり方検討事業
　○オランダかぴたんず活用事業
　○市民まるごと観光ガイド化事業
　○平戸観光ちびっこガイド養成事業　など

統括アドバイザー

梅元　建治 氏

平戸オランダ商館を活かせ。平戸戸オオララランンンダダダ商商商館館館ををを活活活かかかせせせ。戸オオ戸戸オ
Vol.４「中・長期期アクションプランを市長へ提出」

特　集

ひととまちを活かす

情報発信・ＰＲ 平戸のよかもんうまかもんば
知らんばもん

倉庫を舞台に
アクションの柱１アクションの柱３

アクションの柱２アクションの柱４

中・長期
アクションプラン

４つの
アクション
の柱

平成24～29年度まで 実施可能な提案事業

平戸オランダ商館を活かせ。
VVVoolll.４４「「中中中中・長長長長期期期アアアアクククショョンンプププラランををを市市市市長長長長へへ提提提出出出出」」Vol.４「中・長期アクションプランを市長へ提出Vol.４「中・長期アクションプランを市長へ提出」
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平戸オランダ商館を活かせ。



「達成感の共有｣「花によるまちづくりを目指して｣

「温故知食｣「小さいことも続けることが大切｣
Interview短期アクションプランで提案された４つの事業について、

協働によるまちづくりを行った実行委員会などの中心人物である仕掛け人に、
短期アクションプランの実施から中・長期アクションプランの活用について聞いてみました。

お問い合わせ
　アクションプランの事業提案に関すること
　文化遺産課文化遺産班（☎内線2635）

　今回の事業は、市民と市との協働プロジェクト
として実施しましたが、それぞれの立場で「楽し
い」と思いながらやっているうちになにかが出来
上がった、というのが理想の協働ではないでしょ
うか。これはちょっと自分にはキツいぞと思えるこ
とを誰かが補ってくれるというのは、うれしいもの
ですし、そうやって達成感を共有できれば喜びも
大きなものになるでしょう。
　平戸オランダ商館は、展示物はもちろんのこと
建物自体が展示の主役です。そしてまた平戸市の
新しい主役でもあります。主役
を際立たせ感動につなげる
いろんな演出の知恵を出し
合い、新たな雇用が生み
出されることを期待してい
ます。

広報ひらど 平成24年５月号 4Hirado City Public Relations,2012.55

　平戸には、歴史・文化があり食があります。オ
ランダ商館が建てられた当時の平戸は、まさに国
際都市であり、歴史的な背景からみても継承・伝
播しなければならないことが沢山あります。子ども
たちには、そのことに誇りを持ってもらいたい。ま
ずは食べて知ってもらいたいと考えています。そこ
で、オランダ料理を研究し、平戸の食材を生かし
現代風にアレンジすることで親しみを持ってもらえ
たらと考えています。今後は、目玉となる商品を
開発し、レシピ本の作成、料理教室の実施、各
　　　　　　　　　　種イベントごとに商品のア
　　　　　　　　　　　ピールを行なっていきた
　　　　　　　　　　　　いと考えています。ま
　　　　　　　　　　　　た、オランダ商館内
　　　　　　　　　　　　で晩餐会など食のイ
　　　　　　　　　　　　ベントを開催できたら
　　　　　　　　　　　　と考えています。

　オランダ商館を活用したまちづくりの実践として
毎月第４日曜日に「平戸ゾンダーグの日」として、
手作りのオランダ衣装で観光客へおもてなしをし
ています。また、オランダ衣装の無料試着も行っ
ており大変喜ばれているところです。
　こういったまちづくりは、まずは、自らが楽しめ
ないとできないと思います。大きなイベントをする
ことも大事だと思いますが、このような小さいこと
も続けることが大切です。まだまだ、小さい活動
ではありますが、将来的にゾンダーグの日には、
　　　　　　　　　　　各商店街においてイギリ
　　　　　　　　　　　　スやポルトガルなどの
　　　　　　　　　　　　衣装を着ておもてなし
　　　　　　　　　　　　　をし、異国情緒あ
　　　　　　　　　　　　　ふれる平戸になっ
　　　　　　　　　　　　　　ていくことを願っ
　　　　　　　　　　　　　　ています。

人のまちづくり　　　 　    に聞きました。

　オランダ商館の開館を盛り上げ、「おもてなしの
気持ち」をわかりやすく伝えるため、オランダ商館
周辺のみなさんにオリジナルプランターのオー
ナー募集をしたところ、心を込めた植栽や灌水に
より、以前と比べまちなかが、明るく活き活きとし
ていると感じています。今後も交流事業や各種イ
ベント事業などを考慮し、まちなかを統一的な色
彩や種類の花で彩ることで、地域住民や来訪者に
喜んでもらい、いつ訪れても花いっぱいな「ひと
（ＨＩＴＯ）響きあう宝島平戸」を
目指して、まちなかプ
ランターオーナーや
各地域で活躍してい
るフラワークラブのみ
なさんと連携して、平
戸を盛り上げていき
たいと考えています。

平戸オランダ商館ＣＩ事業実行委員会平戸オランダ商館ＣＩ事業実行委員会
委員長　委員長　町田　雅之 町田　雅之 さんさん

オランダ商館花開くプロジェクト実行委員会オランダ商館花開くプロジェクト実行委員会
委　員　委　員　山口　文広山口　文広 さんさん

平戸オランダ商館ＣＩ事業実行委員会
委員長　町田　雅之 さん

オランダ商館花開くプロジェクト実行委員会
委　員　山口　文広 さん

平戸ゾンダーグ実行委員会平戸ゾンダーグ実行委員会 平戸オランダ料理研究会平戸オランダ料理研究会平戸ゾンダーグ実行委員会
委　員　委　員　篠崎　育子 篠崎　育子 さんさん 会　長　会　長　谷川　克城 谷川　克城 さんさん委　員　篠崎　育子 さん

平戸オランダ料理研究会
会　長　谷川　克城 さん

4 仕掛人

平戸オランダ商館　アクションプラン 検　索⬅

※中・長期アクションの詳細については、
　市ホームページをご覧ください。

さん



　平成 24年度の嘱託員 163 人が決定しましたので、紹介します。嘱託員のみ
なさんは、各担当区域内の世帯台帳の整備や、市からの伝達（文書、広報紙など
の回覧や配布）、そのほか広報などの事務を行います。市民のみなさんのご理
解とご協力をお願いします。 　

◎お問い合わせ　政策推進課政策推進班（☎内線 2343）

行政区

魚の棚町

紺屋町

木引田町

築地町

宮の町

浦の町

崎方町

大山

川内在

川内浦

中野大久保

水垂

山中

坊方

主師

山野白石

下中野

古江

大瀬

春日

高越

大石脇

獅子第１

獅子第２

獅子第３

獅子第４

根獅子第１

根獅子第２

根獅子第３

根獅子第４

飯良第１

飯良第２

紐差第１

紐差第２

紐差第３

紐差第４

朶の原

深川

氏　名

松本　　三

藤井　啓二

江田　廣行

永福　廣昭

有浦　奬

中山　文生

市川　次男

磯本　雄幸

松永　光夫

福海勇喜郎

松本　義規

度島　正剛

白石　文隆

寺田　克

寺田　　次

山野　庄治

松本　　二

浦　　隆弘

小田　友文

美　　英次

山浦　孝寛

浦　友太郎

松山　矢市

永田　肇

濵田　努

杉山　安信

松山　一治

田渕　　春

山中　弘之

松口　正幸

竹田　栄一

村田　弘

前川　栄治

塚本　勇

辻村　敏

林　　　雄

前川　一郎

松山　久與

よ　み

うおのたなちょう

こうやまち

きひきだちょう

つきじちょう

みやのちょう

うらのちょう

さきがたちょう

おおやま

かわちざい

かわちうら

なかのおおくぼ

みずたり

やまなか

ぼうがた

しゅうし

やまのしらいし

しもなかの

ふるえ

おおぜ

かすが

たかごえ

おおいしわき

ししだいいち

ししだいに

ししだいさん

ししだいよん

ねしこだいいち

ねしこだいに

ねしこだいさん

ねしこだいよん

いいらだいいち

いいらだいに

ひもさしだいいち

ひもさしだいに

ひもさしだいさん

ひもさしだいよん

へごのはら

ふかがわ

よ　み

まつもと　しゅうぞう

ふじい　けいじ

えだ　ひろゆき

えいふく　ひろあき

ありうら　すすむ

なかやま　ふみお

いちかわ　つぎお

いそもと　ゆうこう

まつなが　みつお

ふくみ　ゆきろう

まつもと　よしのり　

たくしま　せいごう

しらいし　ふみたか

てらだ　かつひろ

てらだ　ひろつぐ

やまの　しょうじ

まつもと　せいじ

うら　たかひろ

おだ　ともふみ

みよし　ひでつぐ

やまうら　たかひろ

うら　ともたろう

まつやま　やいち

ながた　はじめ

はまだ　つとむ

すぎやま　やすのぶ

まつやま　かずはる

たぶち　よしはる

やまなか　ひろゆき

まつぐち　まさゆき

たけだ　えいいち

むらた　ひろし

まえかわ　えいじ

つかもと　いさむ

つじむら　さとし

はやし　しずお

まえかわ　いちろう

まつやま　ひさよ　

行政区

迎紐差

木ヶ津第１

木ヶ津第２

木ヶ津第３

木ヶ津第４

大川原

赤松

草積

石原田

木場

田崎

神鳥

宝亀第１

宝亀第２

宝亀第３

宝亀第４

上中津良

下中津良

敷佐

猪渡谷

堤

神船

津吉中央

津吉元

中山

鮎川

大佐志

田代

神上

前津吉浜

前津吉浦

船木

早福

大志々伎

志々伎浦

志々伎岡

肥

船越

向月

野子

宮の浦

高島

生月地区

御崎

壱部

堺目

氏　名

松尾　国夫

西田　良夫

松山　芳弘

種浦喜代治

佐々木道夫

椎木　正治

丸山　周治

立石　禎男

石本　直之

山口　清一

山頭　久義

片山　庄衛

浦田　正司

亀井　光國

黒﨑　敏雄

平松　政人

松本　幹彦

西山　善幸

橋村弥壽夫

森山　定美

松尾　秀行

成田　一美

矢ケ部政行

江川　武

堀江　龍治

安村　敏公

谷山　達也

松永　幾三

松元慶一郎

原田　喜輔

青﨑　德　

青山　博樹

里崎　毅彦

小田切慶市

浦上　谷夫

柴山　元帥

平松　盛正

田中　良知

吉岡　孝志

浦上　孝美

関山　千年

松永　久伸

松田　充順

小村　武生

末永　武好

よ　み

むかえひもさし

きがつだいいち

きがつだいに

きがつだいさん

きがつだいよん

おおかわら

あかまつ

くさづみ

いしはらだ

こば

たさき

かんどり

ほうきだいいち

ほうきだいに

ほうきだいさん

ほうきだいよん

かみなかつら

しもなかつら

しきさ

いとや

つつみ

しぶね

つよしちゅうおう

つよしもと

なかやま

あゆかわ

おおざし

たしろ

かみあげ

まえつよしはま

まえつよしうら

ふなぎ

はいふく

おおしじき

しじきうら

しじきおか

こえ

ふなこし

こうげつ

のこ

みやのうら

たかしま

みさき

いちぶ

さかいめ

よ　み

まつお　くにお

にしだ　よしお

まつやま　よしひろ

たねうら　きよはる

ささき　みちお

しいぎ　ただはる

まるやま　しゅうじ

たていし　さだお

いしもと　なおゆき

やまぐち　せいいち

やまがしら　ひさよし

かたやま　しょうえい

うらた　まさし

かめい　てるくに

くろさき　としお

ひらまつ　まさと

まつもと　みきひこ

にしやま　よしゆき

はしむら　やすお

もりやま　さだみ

まつお　ひでゆき

なりた　かずよし

やかべ　まさゆき

えがわ　たけし

ほりえ　りゅうじ

やすむら　としひろ

たにやま　たつや

まつなが　いくぞう

まつもと　けいいちろう

はらだ　きすけ

あおさき　とくぞう

あおやま　ひろき

さとざき　たけひこ

おだぎり　けいいち

うらかみ　たにお

しばやま　もとみち　

ひらまつ　もりまさ

たなか　よしとも

よしおか　たかし

うらかみ　たかよし

せきやま　ちとし

まつなが　ひさのぶ

まつだ　みつよし

こむら　たけお

すえなが　たけよし

行政区

元触

浦北

浦南

山田

舘浦浜

舘浦屋敷

舘浦潮見

田平地区

日の浦

野田

永久保

大崎

釜田

大久保

山内

平戸口

永田

坊田

小手田

米の内

東荻田

西荻田

南荻田

下寺

生向

外目

以善

万場

田代

古梶

深月

下里

上里

岳崎

福崎

小崎

上亀

下亀

大島地区

西神浦

東神浦

前平

西宇戸

大根坂

的山浦

的山在

氏　名

田渕　俊雄

濵﨑　壽利

後藤　潔

富岡　圭司

神田　惠博

西田　友明

塚本　次郎

森田　正生

池田　直彦

長嶋　正彦

白石　鐵雄

宮木　大人

柴田　俊朗

久　　鐵男

安河内　毅

森　喜一郎

嘉松　茂幸

山口　　俊

石井　哲

岡田　眞

尾﨑　安孝

　村　國男

中村　正利

山口　敏昭

安田　豊

川上　辰雄

岩坪　泰祐

藤本　治正

冠　伊佐男

川口　健吉

森　逸雄

筒井　清幸

林　幸

金子　孝行

松田　豊

宮田　雄作

小川　壯明

吉住　恒德

墨谷　正喜

末吉　唯雄

山村　茂巳

白石　武見

橋本　岩機

平松　重幸

よ　み

もとふれ

うらきた

うらみなみ

やまだ

たちうらはま

たちうらやしき

たちうらしおみ

ひのうら

のだ

ながくぼ

おおさき

かまた

おおくぼ

やまのうち

ひらどぐち

ながた

ぼうだ

こてだ

こめのうち

ひがしおぎた

にしおぎた

みなみおぎた

しもでら

いけむこ

そとめ

いよし

まんば

たしろ

ふるかじ

ふかつき

しもざと

かみざと

たけざき

ふくざき

こざき

かみがめ

しもがめ

にしこうのうら

ひがしこうのうら

まえびら

にしうど

おおねざか

あづちうら

あづちざい

よ　み

たぶち　としお

はまさき　かずとし

ごとう　きよし

とみおか　けいじ

かんだ　よしひろ

にしだ　ともあき

つかもと　じろう

もりた　まさお

いけだ　なおひこ

ながしま　まさひこ

しらいし　てつお

みやき　ひろと

しばた　としお

くばら　てつお

やすこうち　たけし

もり　きいちろう

かまつ　しげゆき

やまぐち　ひろとし

いしい　さとし

おかだ　まこと

おざき　やすたか

いまむら　くにお

なかむら　まさとし

やまぐち　としあき

やすだ　ゆたか

かわかみ　たつお

いわつぼ　たいすけ

ふじもと　はるまさ

かもり　いさお

かわぐち　けんきち

もり　いつお

つつい　きよゆき

はやし　みゆき

かねこ　たかゆき

まつだ　ゆたか

みやた　ゆうさく

おがわ　たけのり

よしずみ　つねのり

すみや　まさき

すえよし　ただお

やまむら　しげみ

しらいし　たけみ

はしもと　いわき

ひらまつ　しげゆき

行政区

平戸地区

亀岡

清水川

白浜

稗田

中の崎

下大垣

上大垣

明の川内

高麗町

戸石川

杉山

大野

木引

赤坂

後平

薄香越

西の久保

梅崎

薄香浦

田原崎

小川

大久保

中の原

幸の浦

田の浦

曲り

潮の浦

神崎

田助浦

田助在

油水

度島浦

度島中部

度島三免

新町

職人町

氏　名

鶴田　滋

松永　安雄

林　征男

城　勇

田中　壽

永田孝次郎

末永　誠

坂本　良一

藤澤　敏孝

末永　保夫

木村　孝市

江上　賢滋

増本　教明

丸田　保

谷田　美幸

髙本　健治

前川　康

貞方　龍己

久保田幸男

近藤　親之

切江　博

田中　武

宇野　密雄

竹田　光男

川上　勝

松瀨　強

山下　義則

田中　健治

横山　久一

正木　猛

木下　敏秀

長島　好明

吉原　直一

角野　政信

立石傳太郎

西　　一三

よ　み

かめおか

しみずがわ

しらはま

ひえだ

なかのさき

しもおおがき

かみおおがき

あけのかわち

こうらいまち

といしがわ

すぎやま

おおの

こひき

あかさか

うしろびら

うすかごえ

にしのくぼ

うめざき

うすかうら

たわらざき

こがわ

おおくぼ

なかのばる

こうのうら

たのうら

まがり

しおのうら

こうざき

たすけうら

たすけざい

あぶらみず

たくしまうら

たくしまちゅうぶ

たくしまさんめん

しんまち

しょくにんちょう

よ　み

つるた　しげる

まつなが　やすお

はやし　ゆくお

じょう　いさむ

たなか　ひさし

ながた　こうじろう

すえなが　まこと

さかもと　りょういち

ふじさわ　としたか

すえなが　やすお

きむら　こういち

えがみ　けんじ

ますもと　のりあき

まるた　たもつ

たにだ　よしゆき

たかもと　けんじ

まえかわ　やすし

さだかた　たつみ

くぼた　ゆきお

こんどう　ちかゆき

きりえ　ひろし

たなか　たけし

うの　みつお

たけだ　みつお

かわかみ　まさる

まつせ　つよし

やました　よしのり

たなか　けんじ

よこやま　ひさいち

まさき　たけし

きのした　としひで

ながしま　よしあき

よしはら　なおいち

かくの　まさのぶ

たていし　でんたろう

にし　かずみ

平成24年度嘱託員名簿 （敬称略）

INFORMATION INFORMATION嘱託員を紹介します 嘱託員を紹介します

市民と行政
の架け橋 平成24年度の嘱託員を紹介します

広報ひらど 平成24年５月号 6Hirado City Public Relations,2012.57



本の世界へようこそ。
生月図書室リニューアル

平戸の資源を生かしたまちづくりを目指して

　４月７日、花農苑（根獅子町）で「平戸市民大
学2012開校式・入学式」（根獅子集落機能再編
協議会主催・濵﨑保久会長）が行なわれました。
同大学は市民を対象に、平戸の魅力を掘り起こ
し、地域の文化や景観、経済について考えてい
くことを目的に設立。登録者は44人で、開校式・
入学式には約20人が出席しました。式では、学
長の岩永忠康さん（中村学園流通科学科特任教
授）が「生活に密着した課題を問題提起できる大
学にしたい。講義を受けて、まちづくりを進め
てほしい」と、あいさつしました。

　４月１日、生月支所で、生月
図書室リニューアルオープンイ
ベントが行われました。生月図
書室を中央公民館から生月支所
内へ移動。本も新しく追加され、
蔵書数は約10,000冊となりま
した。新しい図書室には木製の
本棚やテーブルなどが置かれた
ほか、鯨に関する本も揃い、郷
土色豊かなコーナーも設置。木
の温もりを感じる空間は、市民
の憩いの場、交流の場としての
活用も期待できます。
　オープニング記念イベントで
は、ボランティアサークル読み
聞かせの会「紙風船」による公
演も行なわれ、約100人の親子
連れなどが楽しみました。

救急医療を守ることで、人命を守ることにつながる

　３月17日、たびら活性化施設で、「救急医療
を考える講演会　私たちの救急医療は今！」が
開催され、約200人が集まりました。講演会は、
市民の生命を守る救急医療の現場・現状を学び、
理解を深めることを目的に開催されたもの。「救
急医療を守り安心して暮らせる街づくり」を
テーマに講演した医療法人医理会柿添病院の柿
添三郎先生は、「救急医療への理解を深めても
らうことが救急医療を守ることにつながり、人
命を守ることができる」と地域の救急医療の現
場への理解を訴えました。

広報ひらど 平成24年５月号 8Hirado City Public Relations,2012.59

　４月12日、平戸口中央家畜市場で、「第10
回全国和牛能力共進会県北地区第１次選考会」
が開催されました。
　この選考会に、県北地区から107頭が出品さ
れ、平戸地区から出品された55頭中34頭が見
事１次選考会を通過しました。今後は、５月
30日に県北地区代表牛選考会、７月７日に長
崎県代表牛選考会が行われます。最終的に、
19頭が県代表牛として選出され、10月に開催
される５年に一度の全国和牛能力共進会に出場
し、頂点を目指します。

和牛の祭典inながさきに向けて

　４月９日と10日の両日、市内の小中学校で
入学式が行われ、小学校に264人、中学校に
373人が入学しました。このうち、田平北小学
校には新１年生40人が入学。同校は昨年９月
に校舎が新しくなり、新校舎となって初めての
新入生を迎えました。式では、新入生全員が「今
日から田平北小学校の１年生です。お兄さんお
姉さん、よろしくお願いします」と、あいさつ。
教室では担任の先生からさっそく宿題も。「今
日の宿題は先生の名前を覚えることです」。「は
い！」元気な返事が教室に響きました。

ようこそ学校へ！入学おめでとうございます

　４月16日、オランダの青少年文学作家のロ
ブ・リューヘンベルクさんが、オランダとの交
易で栄えていた時の平戸の様子や平戸藩主など
について調べるため、平戸オランダ商館を訪れ
ました。ロブさんは、青少年向けの歴史小説
「Hirado」を執筆するにあたり、妻のハニーさ
んと３月20日から約１カ月間、市内に滞在。
滞在中は、平戸の歴史や諸外国とのつながり、
日本の文化について取材したほか、生け花や書
道なども体験しました。ロブさんはオランダに
帰国後、小説の執筆活動に取り組みます。

「Hirado」を書くためにオランダから平戸へ 日本各地の日蘭交流を知るトークライブ

　３月17日、平戸オランダ商館で「日蘭交流の
展望」と題したトークライブが行われました。
講師は駐日オランダ大使館報道文化部のバス・
ヴァルクスさん。日本とオランダの各地の交流
が、歴史や文化だけでなく、企業や技術を通し
て行われていることや、西ヨーロッパ全体が日
本ブームであることが紹介されました。
　バスさんは「日蘭交流の大事な要素は、人の
つながり。平戸はオランダと歴史的なつながり
があり、人の交流も盛んなところ。平戸は日蘭
交流の優等生です」と話しました。

か　のう えん
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春の宵は木ヶ津で
桜と灯篭の幻想的な饗宴

　４月7日・８日、木ヶ津町内
一帯で「第10回木ヶ津千灯篭春
まつり」（木ヶ津千灯篭春まつり
実行委員会主催・村節雄会長）
が行われました。春風に吹かれ
て120本の五月のぼりがはため
き、夕暮れには100基の石灯籠
と4,000本の竹筒に火が灯りま
した。代々の平戸藩主に愛され
た木ヶ津の美しい風景には、幻
想的な雰囲気が漂い、訪れた多
くの人たちを魅了しました。
　7日は、普門寺一本堂で、本
市在住のボーカリスト・松口よ
うこさんが、木ヶ津の美しい風
景を歌うオリジナル曲「春木ヶ
津」を披露。８日は、琴の演奏
や野点茶会、お殿様お姫様行列
と餅まきなどが行なわれました。
また、「慈眼桜」も祭りに合わせ
たかのように満開に。美しく咲
き誇る桜を一目見ようと、市内
外から見物客が訪れました。

春風に吹かれて舞う亀岡の桜

平戸藩お笑い城代家老として平戸をPR！

　４月８日、亀岡公園で「さくらまつり」（平戸
観光協会主催）が行なわれました。会場では、
表千家による野だてが行なわれたほか、亀岡神
社の神楽殿で平戸神楽の中から「神相撲」「猿田
彦」「二剣」が奉納されました。また、祭りの新
企画として、平戸ブランドの食材をぜいたくに
使った特製弁当「平戸さくら御膳」や今平戸が
セットになった、さくらまつり限定の「平戸焼
ボンボニエール」を販売。風に吹かれて花びら
が舞う中、会場は花見を楽しむ多くの行楽客や
観光客などでにぎわいを見せました。

　４月12日、吉本興業所属の長崎県住みます芸人「長崎亭キヨ
ちゃんぽん」さんが、松浦家第41代当主から任命を受けて、
1718年の平戸城築城以来、初の「平戸藩お笑い城代家老」に就
任！期間は4月21日から8月17日の間で、平戸城に住みなが
ら平戸観光の魅力を発信していきます。
　「長崎亭キヨちゃんぽん」さんは、今年２月に行われた平戸検
定（初級）にも合格。任期中は、市内周遊観光バスの運行に合わ
せて観光案内をしたり、平戸城で観光客をもてなしたり、市内
で行われる各種イベントにも参加して「笑い」で平戸を盛り上げ
ていきます。
※行事やイベントなどで出演を依頼する際は、観光課観光振興
　班（☎内線2274）へご連絡ください。

受けましょう。あなたを守る 健診
　平成24年度の各種健（検）診が始まります。
　体の異常を早期に発見し、症状が進行する前に対処することが大切です。いつま
でも、いきいきと健康で暮らしていくために、必ず年に１回は健診を受けましょう。
【お問い合わせ】
保健センター健康づくり推進班（☎内線3762）

　健診は年齢や加入している保険によって、さまざまな
種類があります。該当する健診を事前に確認しましょう。

　がんは早期発見・早期治療により治る病気です。特
定健診だけでなく、がん検診やほかの検診も受けましょ
う。対象年齢に該当する人は、保険の種別は問わず検
診を受けられます。40歳から74歳の国民健康保険加入者▲

特定健診
　　お住まいの地区の集団健診実施日の約１カ月前に、
　対象者へ「特定健康診査受診券」を送付します。受診
　券と保険証を会場にお持ちになって受診してくださ
　い。
　※健診受診料は500円です。

30歳から39歳の国民健康保険加入者▲

健康診査
　　４月中旬に各世帯に配布した「健（検）診日程表」
　をご確認のうえ、該当する地区で健診を受診してく
　ださい。
　※健診受診料は500円です。

40歳から74歳の国民健康保険以外の加入者▲

加入している健康保険の特定健診
　　保険者が指定する健診機関で受診してください。

75歳以上の人▲

後期高齢者健康診査
　　４月中旬に各世帯に配布した、「健（検）診日程表」
　をご確認のうえ、該当する地区で健診を受診してく
　ださい。
　※健診受診料は無料です。

▲

胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診
　40歳以上の人

▲

胃がんリスク検診
　※胃がん検診と重複受診はできません
　40･45･50･55･60･65･70･75歳の人　

▲

前立腺がん検診
　40歳以上の男性で、
　 特定健診および健康診査を受診する人

▲

乳がん検診（２年に１回）
　40歳以上の女性で、偶数年齢の人

▲

子宮がん検診（２年に１回）
　20歳以上の女性で、偶数年齢の人

▲

歯周疾患検診（５年に１回）
　40･45･50･55･60･65･70歳の人

▲

骨粗しょう症検診（5年に１回）
　40･45･50･55･60･65･70歳の女性の人

▲

肝炎ウィルス検査
　40歳以上で、過去に１度も肝炎ウィルス検査を受け
　 たことがない人

どの健診を受けたらいいの？ がん検診なども必ず受診を！

受診する健（検）診の日程は、必ず健（検）診日程表で確認しましょう
　５月～８月に集団健診、９月～ 11月には個別健診を実
施します。集団健診を受診できなかった人は個別健診を受
診してください。
　集団健診の日程は地区によって異なります。４月中旬に
全世帯配布した「平戸市健（検）診日程表」（右表）をご覧く
ださい。
　なお、ご都合がつかない場合は、対象地区以外の会場で
も受診できます。

こん    ぺい     とう

TopicTopic

じょう だい     が      ろう

じょう 　だい        が        ろう

きょう    えん

の  だ  て

ただ　  お

かみ　ず 　  もう
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▼▼

「長崎亭キヨちゃんぽん」の名付け親・ピースの又吉直樹さん（当日欠席）「長崎亭キヨちゃんぽん」の名付け親・ピースの又吉直樹さん（当日欠席）

▼

「長崎亭キヨちゃんぽん」の名付け親・ピースの又吉直樹さん（当日欠席）

黒田　成彦黒田　成彦

ご
ざ
い
ま
す
。「
笑
い
」の
力
を
通
じ
て
、

全
国
の
み
な
さ
ん
に
精
一
杯
喜
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

今
回
の「
住
み
ま
す
芸
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始

ま
っ
た
の
で
す
か
？ 

水
谷
取
締
役　

も
と
も
と
い
ろ
ん
な
地
方

で
公
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
に「
吉

本
さ
ん
っ
て
元
気
あ
る
よ
ね
」と
よ
く

言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
て
、
そ
う
し

た
地
方
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
の
力
と
コ

ラ
ボ
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で「
町
お
こ
し
新
喜
劇
」が
立
ち
上
が
っ

て
地
域
の
人
も
出
演
す
る
よ
う
な
こ
と
も

や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中

で
満
を
持
し
て「
じ
ゃ
あ
、
全
国
に
芸
人

と
社
員
を
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
住
ん
で
活

動
し
て
も
ら
お
う
」と
い
う
企
画
が
昨
年

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

そ
れ
で
、
全
国
47
都
道
府
県

に「
住
み
ま
す
芸
人
」が
登
場
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
長
崎

県
に
は
長
崎
亭
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
君
が
住

む
こ
と
に
な
り
、
昨
年
は
平
戸
市
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

こ
の
度
は
創
業

１
０
０
周
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
テ
レ
ビ
や
劇
場
で
所
属
の
芸
人
さ
ん

に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

お
笑
い
で
私
た
ち
の
心
や
地
域
を
元
気
に

す
る
と
い
う
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

㈱
よ
し
も
と
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役（
水
谷
暢
宏
）　

あ
り
が
と
う

テ
レ
ビ
局
の
番
組
に
も
た
び
た
び
出
演
し

て
お
ら
れ
る
の
で
す
っ
か
り
定
着
し
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
谷
取
締
役　

そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
。

今
回
平
戸
市
さ
ん
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た

「
お
笑
い
城
代
家
老
に
な
っ
て
お
城
に
住

み
ま
す
芸
人
」と
い
う
の
は
前
代
未
聞
で

全
国
的
に
も
注
目
度
は
と
て
も
高
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
市
長
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

だ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が（
笑
）。

黒
田
市
長　

最
初「
住
む
場
所
は
ど
こ
で

も
い
い
」と
い
う
お
話
を
お
受
け
し
た
時

に
、「
家
賃
ま
で
市
が
補
助
し
て
住
ん
で

も
ら
う
の
は
難
し
い
な
ぁ
」と
悩
み
ま
し

た
が
、
い
っ
そ
の
こ
と
お
城
の
天
守
閣
は

無
理
だ
ろ
う
け
ど
警
備
を
兼
ね
て
登
城
門

で
あ
る「
北
虎
口
門
」の
管
理
室
だ
っ
た

ら
ど
う
か
と
い
う
案
が
浮
か
び
ま
し
た
の

で
、
今
回
の
実
現
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

水
谷
取
締
役　

平
戸
藩
と
い
う
由
緒
あ
る

歴
史
の
中
で
、
城
代
家
老
と
い
う
肩
書
き

ま
で
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
芸
人
冥
利
に
つ
き
る
と
い
う

か
、
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
君
に
と
っ
て
も
、

良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

長
崎
県
内
に
も
お
城
を
有
す

る
自
治
体
が
複
数
あ
り
ま
す
が
、
平
戸
に

は
、
歴
代
の
お
殿
様
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ

現
在
41
代
当
主
の
松
浦
章
公
が
、
い
つ
も

平
戸
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
て
は
地
域
の
こ

と
を
案
じ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
回
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
快
く
ご
理
解
く
だ
さ

り
、
記
者
会
見
で
の
演
出
面
で
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
谷
取
締
役　

ま
さ
に
平
戸
市
に
し
か
で

き
な
い
離
れ
業
で
す
ね（
笑
）。

黒
田
市
長　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
記
者
会

見
に
同
席
い
た
だ
い
た
、
松
沢
し
げ
ふ
み

さ
ん
は
前
神
奈
川
県
知
事
で
す
よ
ね
。
ど

う
い
っ
た
経
緯
で
吉
本
さ
ん
と
つ
な
が
り

が
で
き
た
ん
で
す
か
。

水
谷
取
締
役　

も
と
も
と
、
こ
の「
住
み

ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
共
感
し
て
い
た

だ
い
て
、
宣
伝
マ
ン
に
も
な
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
政
治
家
は
、
そ

も
そ
も
地
域
の
た
め
に
と
い
う
郷
土
愛
が

強
い
人
が
多
い
の
で
、
地
域
貢
献
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

全
国
で
同
じ
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
進
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
ら
、
水
谷
さ
ん
も
お
忙
し
い
で

す
よ
ね
。

水
谷
取
締
役　

各
地
の
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
歩
け
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ（
笑
）。

ま
ぁ
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
も
あ
っ
て
、
に

ぎ
や
か
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
人
間
が
資
本
で
す
し
、

地
方
に
も
才
能
が
あ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
人
材
と
の
出
会

い
も
期
待
し
な
が
ら
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

将
来
的
に
全
国
メ
ジ
ャ
ー
に

な
っ
た
芸
人
さ
ん
は
少
し
ず
つ
、
ふ
る
さ

と
か
ら
卒
業
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

水
谷
取
締
役　

い
え
い
え
、
今
は
飛
行
機

で
す
ぐ
移
動
も
で
き
ま
す
し
、
地
域
で
お

育
て
い
た
だ
い
た
ご
恩
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
東
京
や
大
阪
と
各
地
方
を
通
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
北
海
道
出
身
の
タ
カ
ア

ン
ド
ト
シ
君
も
東
京
で
の
仕
事
を
こ
な
し

な
が
ら
、
地
元
で
番
組
も
持
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
君
が
有
名

に
な
っ
て
も
、
引
き
続
き
平
戸
市
さ
ん
の

た
め
に
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
お
付

き
合
い
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

キ
ヨ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
君
の
芸
名

の
名
付
け
親
で
も
あ
る
ピ
ー
ス
の
又
吉
さ

ん
が
今
回
会
見
に
同
席
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
相
方
の
綾
部
さ
ん
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
し

機
会
が
あ
れ
ば
ピ
ー
ス
の
お
２
人
に
も
平

戸
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
キ
ヨ
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
君
の
応
援
も
兼
ね
て
平
戸
を
盛
り
上

市長のトップ対談シリーズ13
“お笑い”で人と地域を元気にしまっせ！～吉本興業「あなたの街に“住みます”プロジェクト」平戸で始まる～

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

水
谷
取
締
役　

そ
う
い
う
息
の
長
い
お
付

き
合
い
が
で
き
れ
ば
、
本
当
に
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
弊
社
に
で

き
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
な
り

と
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

黒
田
市
長　

笑
い
と
感
動
で
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
う
と
い
う
理
念
は
、
観
光
地

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

„
お
笑
い
“
で
人
と
地
域
を
元
気
に
し
ま
っ
せ
！

〜
吉
本
興
業
「
あ
な
た
の
街
に
„
住
み
ま
す
“

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
平
戸
で
始
ま
る
〜

水谷　暢宏

株式会社よしもと
アドミニストレーション
代表取締役

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
13

平戸市長平戸市長平戸市長

笑
い
を
活
用
し
元
気
な
日
本
を
！

吉
本
興
業
創
業
１
０
０
周
年
に

か
け
る
経
営
理
念
は
「
地
域
力
」

「
お
笑
い
人
間
力
」
を
発
揮
し

笑
い
と
感
動
の
ま
ち
づ
く
り
を

芸
人
冥
利
に
つ
き
る

「
お
笑
い
城
代
家
老
」
就
任
！

今回のお相手・水谷　暢宏さん

　吉本興業グループ株式会社よしもとアドミニストレーショ
ン代表取締役。
　今回、長崎県住みます芸人の「長崎亭キヨちゃんぽん」さん
が、平戸藩お笑い城代家老として就任するにあたり、４月
12日に吉本興業株式会社東京本部で記者会見を行いました。
　会見には、人気お笑いコンビ「ピース」の綾部祐二さんが出
席。キヨちゃんぽんさんの名付け親でもある、相方の又吉直
樹さんは病気療養中で欠席でしたが、先輩の綾部さんが、う
まくキヨちゃんぽんさんをリードして陽気に盛り上げてくれ
ました。　

みず   たに　　    のぶ　ひろ
　このプロジェクトの目的は、笑

いの力で地域貢献し日本を元気に
すること。
　長崎県住みます芸人は「長崎亭
キヨちゃんぽん」さん（32）長崎市
出身。デビューは2003年。昨年
の平戸くんち城下秋まつりのス
テージイベントにも出演し、祭り
を盛り上げてくれました。

▲東京での記者会見にて。左から松沢しげふみさん、ピースの綾部祐二さん、▲東京での記者会見にて。左から松沢しげふみさん、ピースの綾部祐二さん、
長崎亭キヨちゃんぽんさん、黒田市長、水谷代表取締役長崎亭キヨちゃんぽんさん、黒田市長、水谷代表取締役
▲東京での記者会見にて。左から松沢しげふみさん、ピースの綾部祐二さん、
長崎亭キヨちゃんぽんさん、黒田市長、水谷代表取締役

「あなたの街に“住みます”
　　　　　　プロジェクト」とは

じ
ょ
う   

だ
い      

が      

ろ
う

き
た     

こ    

ぐ
ち   

も
ん

と   

じ
ょ
う 

も
ん



▲経堂

▲鐘堂

▲山門

き
ょ
う
ど
う　
　
　

し
ょ
う
ど
う　
　
　

さ
ん
も
ん
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　年　度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
　総　額

件　数
28件
30件
24件
82件

2,400,000円
1,248,000円
845,000円
4,493,000円

■寄付金の現状
金　額

市
指
定
文
化
財

  

光
明
寺
の
経
堂
・
鐘
堂
・
山
門　

各
一
棟

67

■名　称

　光明寺の経堂・鐘堂・山門

　各一棟

■種　別

　市指定有形文化財(建造物)

■指定年月日

　平成13年12月28日

■所有者　光明寺

■所在地　鏡川町258番地

　

光
明
寺
は
、
平
戸
を
代
表
す
る
風
景
の

一
つ「
寺
院
と
教
会
が
見
え
る
風
景
」の

な
か
で
、
平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
の
下

に
立
地
し
て
い
る
寺
院
で
す
。
元
和
元 

（
1
6
1
5
） 

年
に
現
在
地
に
移
転
を
し
、

そ
の
後
、
平
戸
松
浦
家
第
35
代
松
浦
熈
に

よ
っ
て
、
長
崎
光
源
寺
の
住
職
で
あ
っ
た

拙
巌
が
11
代
住
職
と
し
て
招
か
れ
、
弘
化

2 （
1
8
4
5
） 

年
〜
万
延
元 （
1
8
6
0
） 

年
に
か
け
て
建
築
が
進
み
、
指
定
物
件
で

あ
る
経
堂
・
鐘
堂
・
山
門
も
、
こ
の
時
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
８ 

（
1
8
7
5
） 

年
に
書
か
れ
た「
第
二
十
四

大
区
寺
院
明
細
帳（
県
立
図
書
館
所
蔵
）」

の
絵
図
に
も
、
は
っ
き
り
こ
れ
ら
の
建
物

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

経
堂
は
正
面
三
間
、
側
面
三
間
の
正
方

形
の
建
物
で
４
枚
の
屋
根
が
す
べ
て
三
角

形
と
な
る
宝
形
造
り
で
頂
上
に
宝
珠
を
の

せ
て
い
ま
す
。
鐘
堂
は
正
面
一
間
、
側
面

二
間
で
上
に
長
辺
側
か
ら
見
て
2
方
向
に

勾
配
、
そ
の
下
が
4
方
向
に
勾
配
を
持
つ

入
母
屋
造
り
で
す
。
山
門
は
頂
上
部
か
ら

2
方
向
に
勾
配
す
る
切
妻
造
り
で
す
。
こ

の
よ
う
に
三
つ
の
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
異

な
っ
た
建
て
方
を
し
て
お
り
、
見
た
目
に

も
変
化
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
火
灯
窓

と
呼
ば
れ
る
寺
院
建
築
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
炎
に
似
た
尖
塔
ア
ー
チ
状
の
窓
縁
を

も
っ
た
窓
も
、
経
堂
で
は
2
カ
所
、
鐘
堂

で
は
6
カ
所
設
け
、
配
置
や
数
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
見
た
方
向
に
よ
り
違
っ
た

印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

非
常
に
凝
っ
た
造
り
は
当
時
の
平
戸
大
工

の
技
術
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
特
に
傷
み
の
大
き
か
っ

た
経
堂
は
解
体
修
理
が
な
さ
れ
、
当
時
の

部
材
を
で
き
る
だ
け
使
い
、
傷
み
の
ひ
ど

い
部
分
に
つ
い
て
は
取
り
換
え
、
解
体
に

よ
っ
て
分
か
っ
た
建
設
当
時
の
姿
に
戻
り
、

よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
指
定
物
件
と
昭
和
6 

（
1
9
3
1
） 

年
に
建
て
ら
れ
た
平
戸
ザ
ビ

エ
ル
記
念
教
会
に
よ
り
、
平
戸
独
特
の

「
寺
院
と
教
会
が
見
え
る
風
景
」が
作
り
出

さ
れ
、
こ
の
風
景
は
日
本
ら
し
さ
の
中
に

異
国
の
情
緒
を
漂
わ
せ
る
独
特
の
景
観
と

し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
財
産
と
い
え

ま
す
。

せ
つ
が
ん

ひ
ろ
む

ほ
う
ぎ
ょ
う

こ
う
ば
い

い
り

も

や

き
り
づ
ま

せ
ん
と
う

　　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、「
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
た
い
」「
ふ
る
さ
と
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」「
大
好
き
な
ま
ち
を
応
援

し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
形
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
な
ど
の
自
治

体
へ
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
在
住
ん
で
い
る
自

治
体
に
納
め
る
住
民
税
な
ど
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
も
平
成
20
年
度
か
ら「
や
ら
ん

ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」の
名
称
で
左
表

の
と
お
り
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
附
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」

は
、
平
戸
市
総
合
計
画
の「
や
ら
ん
ば
燦

燦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
設
定
し
て
い
る
３

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

①
輝
く
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

・
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事
業

　

・
産
業
を
担
う
人
づ
く
り

　

・
社
会
教
育
の
充
実　

な
ど

②
宝
を
磨
き
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

・
文
化
遺
産
の
保
存
、
継
承
、
活
用

　

・「
世
界
遺
産
」登
録
の
推
進

　

・
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化　

な
ど

③
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

・
企
業
立
地
な
ど
の
推
進

　

・
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援

　

・
消
防
、
救
急
救
命
体
制
の
充
実
、
強

　
　

化　

な
ど

　
「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」（
ふ

る
さ
と
納
税
）の
平
成
23
年
度
の
活
用
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
輝
く
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

図
書
購
入
事
業

　
　

教
育
支
援
の
た
め
に「
総
合
百
科
事

　

典
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
」を
平
戸
図
書
館
・

　

南
部
公
民
館
図
書
室
・
大
島
図
書
室
に

　

購
入
し
ま
し
た
。

　

※

そ
の
他
の
図
書
室
に
は
、
配
置
済

■
宝
を
磨
き
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た

　

観
光
情
報
発
信
事
業

　
　

平
戸
観
光
案
内
所（
平
戸
交
流
広
場

　

内
）に
、
観
光
情
報
を
発
信
で
き
る
デ

　

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
機
器
を
設
置
し
ま

　

し
た
。

■
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
子
育
て
創
生
事
業

　
（
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
に
、
貸

　

出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
10
台
を
購
入
し
ま

　

し
た
。

　

生
月
病
院
車
椅
子
購
入
事
業

　
　

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
、

　

生
月
病
院
に
下
肢
障
害
者
用
の
車
椅
子

　

１
台
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

※

平
戸
市
民
病
院
に
は
、
配
置
済

　

緊
急
出
産
搬
送
設
備
充
実
事
業

　
　

出
産
後
の
新
生
児
を
安
全
に
医
療
機

　

関
に
搬
送
す
る
た
め
に
、
消
防
本
部
に

　

搬
送
用
保
育
器
１
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
応
援
寄
附

金
を
活
用
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
外
や
県
外
の
知
人
、
友
人
な
ど

に「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」制

度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
政
策
企
画
班

　

☎
内
線
２
３
３
６

今
後
も
み
な
さ
ん
の
応
援
を

　
　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

寄
附
金
は
何
に
使
わ
れ
る
の
？

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
何
？

平
成
23
年
度
の
活
用
状
況

「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」

「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」

　　　　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活
用
し
ま
し
た

　　　　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活
用
し
ま
し
た

「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
寄
附
金
」

　　　　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活
用
し
ま
し
た

▲デジタルサイネージ
　画面に直接触れて操作し、観光
　情報を入手することができます。

▲新生児搬送用保育器
　緊急時における新生児の搬送体制の
　強化が期待できます。



創業明治二十八年
平戸路の蔵元「森酒造場」

☆まちの話題！Photoコーナー

　田平町岳崎地区では、
地区住民が一体となって
桜を植樹。その数は地区
全体で650本。桜の木には
ぼんぼりが灯り、幻想的
な雰囲気に包まれました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

桜を植えて癒しの里づくり 幸橋で「写真だけの結婚式」

　４月17日、横浜から来
られた永井さんご夫妻が、
「渡ると幸せになれる」と
いう幸せの聖地・幸橋で
婚礼写真撮影を行い、市
民より祝福を受けました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、住 所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で6名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は５月22日（火）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　広報ひらど５月号
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　 ▼F A X 　22‐5178
　 ▼Eメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

先
日
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
平
戸
の
特

産
品
と
し
て
平
戸
牛
で
お
茶
漬
け
を
イ
タ

リ
ア
ン
シ
ェ
フ
が
作
ら
れ
る
と
い
う
よ
う

な
内
容
の
放
送
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
そ
う
で
し
た
。
き
っ
と
観
光

客
に
も
お
土
産
の
一
つ
と
し
て
喜
ば
れ
る

で
し
ょ
う
ね
。

（
つ
つ
じ　

39
歳
女
性
）

●

　

昨
日
、
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年

生
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
１
年
生
は
み
ん

な
か
わ
い
い
で
す
。
自
分
が
入
学
し
た
こ

ろ
を
、
少
し
だ
け
思
い
出
し
ま
し
た
。
私

は
、
高
学
年
な
の
で
、
高
学
年
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
た
り
一
緒
に
遊
ん
だ

り
し
て
、
１
年
生
に
小
学
校
っ
て
こ
ん
な

に
楽
し
い
所
な
の
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
た
ん
ぽ
ぽ　

11
歳
女
性
）

●

　

今
日
、
歓
迎
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。
天

気
も
良
か
っ
た
し
、
根
獅
子
の
浜
は
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。
夏
休
み
に
は
泳
ぎ
に

来
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
コ
オ
ロ
ギ　

14
歳
女
性
）

●

　

４
月
９
日
に
、
黒
っ
ぽ
い
猫
か
と
思
っ

て
、
見
て
い
た
ら「
グ
ワ
ッ
グ
ワ
ッ
」と
鳴

き
声
を
聞
き
、
こ
れ
は
猫
じ
ゃ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
謎
の
動
物
２
匹
が
家
の
下
の

道
で
私
の
前
を
通
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、

人
を
見
て
も
平
気
な
様
子
。
鼻
筋
が
白

か
っ
た
け
ど
、
あ
れ
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
？
そ

れ
と
も
タ
ヌ
キ
？
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
た
け

れ
ど
、
ど
っ
ち
も
違
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

れ
は
、
な
ん
じ
ゃ
!?
新
種
の
珍
獣
な
の
で

し
ょ
う
か
。

（
黒
ね
こ
の
母　

48
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、

環
境
を
考
え
る
活
動
と
し
て
、
地
域
全
体

を
散
歩
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
り
Ｅ

Ｍ
菌
作
り
を
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
参
加
し
た
の
で
す
が
、
帰
宅
し

て
か
ら
Ｅ
Ｍ
菌
の
す
ご
さ
を
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
環
境
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
が 

少
し
芽
生
え
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
親
と
し
て
本
当
に
う
れ
し
く
、

こ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
本
当
に
良
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｏ　

42
歳
男
性
）

●

　

最
近
よ
く
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
。

例
え
ば
、
生
月
の
塩
俵
の
断
崖
や
大
バ
エ

灯
台
か
ら
の
夕
日
と
か
、
平
戸
大
橋
と
か
、

川
内
峠
か
ら
の
風
景
と
か
。
ほ
ぼ
自
己
満

足
の
世
界
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
重
ね
る

と
、
ふ
と
心
が
楽
に
な
っ
て
、
平
戸
を
好

き
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
く

の
で
す
。
そ
う
、
平
戸
は
癒
や
し
の
土
地
。

そ
ん
な
平
戸
を
、
ほ
か
の
地
域
に
住
む
人

た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。（

と
っ
ぷ
ろ
ー
ど　

40
歳
男
性
）

●

　

平
戸
瀬
戸
市
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
カ

月
余
り
。
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い

た
だ
き
、
お
客
さ
ん
が
私
の
薦
め
で
品
物

を
買
わ
れ
た
時
は
、
う
れ
し
さ
も
格
別
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
平
戸
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
内

外
や
外
国
か
ら
来
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い

な
ぁ
と
い
つ
も
そ
う
思
い
ま
す
。

（
平
戸
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

63
歳
女
性
）

●

　

３
月
３
日
、
偶
然
に
、
お
ひ
な
様
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
知
り
40
代
・
50
代
の
４
人

で
参
加
す
る
こ
と
に
。
知
っ
て
い
る
街
な

の
に
、
ク
イ
ズ
を
考
え
な
が
ら
歩
き
、

知
っ
て
い
る
お
店
に
入
っ
て
も
、
い
つ
も

と
違
っ
た
話
が
で
き
て
、
楽
し
く
会
話
が

弾
み
、
完
全
に
観
光
客
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
商
店
街
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
観
光
客
に
な
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
ま
た
思
い
が
け
な
い

出
会
い
も
あ
り
、
九
州
を
旅
す
る「
九
感

鳥
」と
も
出
会
い
、
１
日
楽
し
く
心
の
癒

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
ラ
ブ　

女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
６
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、14通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲４月８日▲４月８日「さくらまつり」で奉納された平戸神楽「神相撲」からの一コマ。「さくらまつり」で奉納された平戸神楽「神相撲」からの一コマ。▲４月８日「さくらまつり」で奉納された平戸神楽「神相撲」からの一コマ。

平戸路の蔵元「森酒造場」
「純米原酒 夢名酒・酒粕・麹」のセットを
6名様にプレゼント！
　酒蔵を開放して見学ができる森酒造場。蔵に入ると
新酒の香りが漂います。純米原酒の「夢名酒」は、アル
コール度数９％と日本酒の中では低アルコール。甘口
で酸が効いているのが特徴で、フルーティーな仕上が
りとなっており、女性やお酒に弱い人にも好まれます。
よく冷やして白ワインのような味をお楽しみください。
栄養価が高い酒粕は、新酒「豊年」のもの。味噌汁や寄
せ鍋の隠し味にも使えます。麹は、酒の命ともいうべ
きもの。万能調味料として使える、話題の「塩麹」をご
家庭で作ることができます。
　今月は「夢名酒・酒粕・麹」をセットにして６名様に
プレゼントします。
　◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　平戸路の蔵元 森酒造場
　〒859-5115　平戸市新町31番地
　TEL　0950-23-3131　FAX　0950-22-4174
　ホームページ　http://www.mori-shuzou.jp/　　

む  めいしゅ

き
ゅ
う
か
ん

ち
ょ
う



～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

国際交流員
レムコ－・フロライク

ガスパル様
★

　５月16日　～ 25日
　北部公民館　児童室

永

■永田記念図書館移設10周年記念おはなし会／
　５月26日　　午前10時～
■おはなし会／５日　・19日　　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■映画会／「舌切り雀」「龍の淵」12日　　午前10時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室

生

　泣き虫の“しょうくん”が、５歳の
誕生日にお母さんからプレゼントさ
れたのは、涙がピタッと止まる「魔法
の王冠」でした。次第に涙をこらえる
ことを覚えていく“しょうくん”を見
守るお母さんの優しい視線。母の日
にぴったりの絵本です。

　田畑・果樹園で、病気や虫・雑草
などから作物を守るため活躍する防
除機は、作物の品質・収量アップを
支える「縁の下の力持ち」。農業機械
の仕組みや種類、働き、歴史などを、
写真やイラストを使って紹介する児
童向シリーズの第４弾です。

　思ったこと、感じたことを絵手紙
にしてみませんか。年賀状、暑中見
舞など季節のあいさつや、「おめでと
う」「ありがとう」の気持ちを伝える
絵手紙の描き方を紹介しています。
母の日や父の日に、感謝の思いをし
たためてみてはいかがでしょう。

『おかあさんのまほうのおうかん』
作／かたおかけいこ
絵／松成真理子
出版社／ひさかたチャイルド

監修／高井宗宏
出版社／農山漁村文化協会

『シリーズはたらく
 農業機械 ４ 防除機』

著／寺西恵里子
出版社／汐文社

　健康のために運動を考えておられ
る方は多いはず。楽しみながら継続
するためには、「自分に合うグッズを
揃える」、「お気に入りのコースを見
つける」など、ウォーキングが長続き
する8つのコツを著名人の体験を交え
て紹介しています。

『これなら続く!大人の
 ウォーキング8つのコツ』
出版社／マガジンハウス

　ピカピカの一年生達と一緒に、お
母さんや家族にも初体験がいっぱ
い！小学校基本的な生活習慣、身に
つけたい交通ルール、挨拶や学校行
事の大切さ、本にふれること…。入
学してからも、楽しみながら子育て
をするヒントを紹介した１冊です。

『お母さんも子どもも一年生』

　長崎市の市制120周年を契機に全
４巻中第２巻が出版されました。鎖
国時代、幕府直轄の唯一の貿易港と
しての長崎の歴史や最近の発掘成果、
歴史史料も全てカラー写真で掲載。
平戸との交流の歴史を読むにはおす
すめの１冊です。

『新長崎市史 第２巻近世編』
編／長崎市史編さん委員会
発行者／長崎市

著／川口和子
出版社／風詠社

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／９日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●５月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 月

金水

土

土

土

●５月の主なもよおし●

◎休館日／１日　、８日　、15日　、22日　、27日　、
　　　　　29日

日火 火火 火

火

◎休館日／１日　、８日　、15日　、22日　、27日　、
　　　　　29日

日火 火火 火

火

南平

大平

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『季節の絵手紙』
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「漆原  宏  写真展」「漆原  宏  写真展」「漆原  宏  写真展」

永田記念図書館にて永田記念図書館にて廃棄図書をお譲りします廃棄図書をお譲りします永田記念図書館にて廃棄図書をお譲りします

　５月26日　～６月18日　漆原宏写真集『地域に育つくらしの
中の図書館』　出版社／ほるぷ出版

うるしばら　　ひろし

黒
瀬
の
辻
に
立
つ
西
玄
可
の
殉
教
碑

■プレゼント交換

　2012年4月18日。天気は晴れ、南西の風です。オランダの小説家ロブさんが研究のためにオランダ商

館に来ました。毎月2回行われるオランダ商館長日記を読む会に参加したので、感想を聞いてみました。

商館長日記の中に書いてあったことが「スペイン人は衣服にお金をかけ、中国人は飲食にお金をかけ、そ

して日本人は贈り物にお金をかける」ことでした。昔から日本人はオランダ人より贈り物を大切にしてい

るし、プレゼント交換の習慣も異なります。まず、オランダ人は、日本人が頂いたプレゼントを開けない

ことにビックリします。開けないからこそ日本人はラッピングも非常に大事にしています。オランダでは

ラッピングがあまりきれいではなく、そしてプレゼントを開けないと失礼と思われています。相手を喜ば

すためにプレゼントを持っていくので、喜びの顔を見たいです。自信を持ってプレゼン

トを渡すので、「つまらないものですが」という表現がありません。オランダでは、や

はり花が昔から一番人気のある贈り物です。花の場合だけではないけど、会う時に

すぐプレゼントを渡しますが、日本人は帰る時にプレゼントを渡すのが一般的で

すね。ロブさんの話によると、400年前にオランダ商館長が書いたように、

平戸であまりにたくさんプレゼントを頂き、郵便でお土産専用の箱をオ

ランダまで送ることになりました。

　

生
月
町
舘
浦
地
区
を
通
り
過
ぎ
、
海

岸
線
か
ら
少
し
上
っ
た
高
台
に
大
き
な

十
字
架
が
見
え
ま
す
が
、
こ
こ
は
、
か

つ
て
生
月
の
籠
手
田
領
を
管
理
し
て
い

た
西
玄
可
（
洗
礼
名
ガ
ス
パ
ル
）
が
殉

教
の
地
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

も
と
も
と
生
月
島
は
、
南
半
分
を
籠

手
田
氏
が
、
北
半
分
を
一
部
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
領
主
と
し
て
統
治
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
戸
藩
の
法
印
鎮
信
公
に
よ
る
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
強
ま
り
、
両
氏
は
６

０
０
人
も
の
信
徒
を
率
い
て
島
を
脱
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
浦
氏
か
ら
派
遣
さ
れ
た

井
上
氏
が
山
田
地
区
を
、
近
藤
氏
が
舘

浦
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
支
配
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
西
玄
可
と
そ
の
家
族
は

棄
教
に
従
わ
ず
、
慶
長
14
（
１
６
０

９
）
年
に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
殉
教
の
地
と
な
っ
た
黒
瀬
の
辻
に

は
、
か
つ
て
「
ガ
ス
パ
ル
様
の
松
」
と

呼
ば
れ
る
大
松
が
生
え
て
お
り
、
そ
こ

に
「
ガ
ス
パ
ル
様
の
墓
」
と
し
て
積
石

墓
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
４
（
１
９
９

２
）
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
よ
っ
て

現
在
の
巨
大
な
十
字
架
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
自
身
、
生
月
町
生
ま
れ
で
あ
り
な

が
ら
、
実
は
こ
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン

の
聖
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
な

く
、
こ
の
丘
に
立
つ
と
真
正
面
に
は
も

う
一
つ
の
聖
地
・
中
江
ノ
島
が
美
し
く

見
え
、
往
時
の
悲
し
く
も
強
い
信
仰
の

軌
跡
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
は
、
こ
の
地
で
殉
教
ミ

サ
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

▲そびえ立つ巨大な十字架は、厳しい
弾圧に耐え抜いた信仰心の力強さと平
和を求める安らぎを感じさせます。

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.28

▲生月大橋を渡って直進、
宮の下交差点を左折して進
みます。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

に
し  

げ
ん   

か

こ　

 

て    

だ



６月
生まれ
募集中

こちらからも投稿
できます。

広報ひらど

投稿締切は
５月15日

「ひらどなかよしおやこフォト」コーナーは、今月で

終了します。これまで登場してくださったみなさん、

ありがとうございました。

■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「生け花龍生派自由花」 「自分の心を花に託し、花と向き合う」

　龍生派自由花の教室を北部公民館で始めて今年で４年

目を迎えました。龍生派は、自由に花を生けるスタイル

で、線と面を利用して生けた花のある生活空間をつくり、

形にとらわれず花を生ける人の個性を出すのが目的です。

　月２回のお稽古では、教科書に基づいて、生け花の基

礎から学び、現在は中級に進んでいるところです。毎年

11月に開催される北部公民館まつりで日ごろの成果を発

表しています。

　お稽古で生ける花は主に花屋さ

んで買っています。会員が自宅の

庭などに咲いている花材を持って

くることもあります。

　自由花は、花材との対話。花と

向き合い、自分の心を花に託して

みませんか。現在、受講生を募集

しています。お気軽にお問い合わ

せください。

広報ひらど 平成24年５月号 20Hirado City Public Relations,2012.521

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「Happy Birthday」カメラ、携帯電話・スマートフォンで撮影したお子さんの写真を大募集！
６月にお誕生日を迎えるお子さんを募集します。掲載は先着６人まで。

▼投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、保護者氏名、住所、電話番号、おめでとうメッ
セージを添えて、郵便またはEメールでお送りください。投稿写真は、①画像サイズは150KB
～2MB（できるだけ高画質で）、②手ブレ・ピンボケに注意、③顔がはっきり分かるように撮影を。
※ご投稿いただいた写真は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　広報ひらど「まちのひとびと」コーナー　Eメール kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　23

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「みなみ」 「一緒に笑ってバレーをしたい人大募集！」

　みなさんこんにちは。ママさんバレーボールチームのみ

なみです。私たちは週に２回明るくにぎやかなメンバーと

和気あいあいとした雰囲気で、楽しみながらも真剣に練習

に励んでいます。

　市内の大会はもちろん市外の大会にも積極的に出場して

いて、前回の長崎新聞社杯では、市内外から強豪チームが

集まるなか、優勝することができ

ました。

　みなみでは、部員を大募集中で

す！もちろん初心者でも心配いり

ません。私たちもママさんバレー

を始めるまでは、ほとんどのメン

バーが初心者でしたので大丈夫で

す。ちょっとでもバレーに興味の

ある人はお気軽に練習をのぞいて

見てください。みなさんからのご

連絡お待ちしています。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週月・金曜日
　　　　　午後７時30分～午後９時30分
活動会場／田平中学校体育館
対 象 者／バレーボールが好きなママさん
連 絡 先／☎090-1161-9769（早田喜一さん）
会 員 数／ 13人
参 加 費／月額500円
事務局長／中村玉紀さん（田平町下寺免）

家族を笑顔にしてくれてありがとう

■呼び方 「あおい」

■好きな遊び 「つみき遊び」「でこぼこ道の散歩」

■興味を持ち始めたこと 「ばんそうこう」

■天使のしぐさ 「時折見せる失笑」

　２歳の誕生日おめでとう。
　毎日いろんな顔を見せてくれて、みんなを笑顔に
してくれる蒼衣。少しずつ言葉も出てきて、家族み
んなが蒼衣とおしゃべりできることを、とてもうれ
しく思っているよ。
　お兄ちゃんお姉ちゃんと一緒にお手伝いもして、
お母さんを助けてくれてありがとう。仲良しきょう
だいは家族の宝物です。これからも、たくさんの笑
顔を見せてね。

濱﨑　圭亮さん ・宏枝さん（田平町下亀免）

結衣ちゃん・蒼衣ちゃん　　　　　・颯太くん・倫太郎くん（H22.5.8生）

はまさき　　けいすけ ひろ   え

ゆ   い あお い そう た りん た ろう

元気いっぱい！たくさん遊ぼうね

■呼び方 「サツキ」「サツ」

■好きな遊び 「鬼ごっこ」「かくれんぼ」

■興味を持ち始めたこと 「お姉ちゃんの持ち物」

■天使のしぐさ 「カメラを向けたときのポーズ」

　今月で２歳の誕生日だね。おめでとう！紗月が生
まれた時はとても小さく、元気に育つか少し心配だっ
たけど、親の心配をよそに、すくすくと元気いっぱい、
やんちゃに育ったね。約１年前に佐々町から引っ越
してきて、初めは不安だらけでしたが、保育園の先
生や保護者のみなさんによくしてもらって、田平に
なじんできました。家族みんなで成長して頑張って
いこうね。体を使って遊べるようになってきたら、
家族でお出かけして、たくさん思い出をつくろうね。

中村　栄男さん ・彩希さん（田平町山内免）

紗月ちゃん　　　　　・紋菜ちゃん（H22.5.19生）

なかむら　　ひで  お さ　 き

さ   つき あや   な

Happy Birthday来月からリニューアル
します！

活 動 日／毎月第1・第3木曜日
午後１時～午後4時
活動場所／北部公民館
対 象 者／花が好きな人は男女問わずどなたでも
連 絡 先／☎25-2003（講師宅）
会 員 数／ 4人
参 加 費／ 1回1,300円（花代込み）
講　　師／吉木秀子さん（龍生派自由花家元教授・度島町）

りゅうせい   は     じ    ゆう   か

NEW



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

按
針
忌
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
４
４

募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

　
「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

　

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
水
道
局
給
水
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
８
１
1

　
　
　
　

申
・
問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
４

平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
を

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か

募　

集

　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

マ
マ
友
を
作
っ
て
子
育
て
の

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

問
長
寿
保
険
課
在
宅
高
齢
者
支
援
班

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
内
線
２
５
９
７

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す

あいちゃん広場
(愛の園保育所内） 田平町福祉保健センター 北部公民館

平成25年
第1回　1月　9日(水）
第2回　1月16日(水）
第3回　1月23日(水）
第4回　1月30日(水）
第5回　2月　6日(水）
第6回　2月13日(水）
第7回　2月20日(水）
第8回　2月27日(水）

平成24年
第1回　10月31日(水）
第2回　11月   7日(水）
第3回　11月14日(水）
第4回　11月21日(水）
第5回　11月28日(水）
第6回　12月   5日(水）
第7回　12月12日(水）
第8回　12月19日(水）

平成24年
第1回　6月15日(金）
第2回　6月22日(金）
第3回　6月29日(金）
第4回　7月　6日(金）
第5回　7月13日(金）
第6回　7月20日(金）
第7回　7月27日(金）
第8回　8月　3日(金）

ノーバディーズパーフェクトプログラム年間計画

ふるさと平戸の歴史に親しみを。子ども読本が完成
　このたび、市内小学校の先生たちによって、小学校低学年を対
象に「平戸あこがれ物語～心にのこる人物伝～」が刊行されまし
た。多くの先人の中から、平戸、生月、田平、大島地区の「心に
のこる人々」11人を取り上げています。子どもたちが、この先人
の生き方に触れることで「夢」や「憧れ」を抱き、ふるさとの歴史
に親しみを持つことができるようにまとめてあります。本は市内
の図書館にも置いているので、手に取ってご覧ください。

読書感想文コンクールで全国第４位の賞を受賞
　第57回青少年読書感想文全国コンクール（毎日新聞社および全
国学校図書館協議会主催）小学校高学年の部で、安村太智さん（田
平中学校1年、受賞時は田平東小学校６年）が全国第４位に相当
する「サントリー奨励賞」を受賞しました。小学校高学年の課題
図書「天風の吹くとき」を読んで感想文を書いた安村さん。受賞
の知らせを受け「受賞は夢にも思っていなかったので、とてもう
れしいです」と話してくれました。

てん  かぜ

阿
奈
田
ダ
ム
な
ど
水
道
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
の
施
設
を
見
学
し
、

水
の
大
切
さ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　
　

６
月
17
日（
日
）午
前
９
時
〜

　

午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

○
見
学
内
容　

平
戸
浄
水
場（
古
江
町
）、
箕
坪

　

ダ
ム（
下
中
野
町
）、
阿
奈
田
浄
水
場
お
よ
び

　

阿
奈
田
ダ
ム（
大
川
原
町
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
者（
小
学
３
年
生
以
下

　

の
参
加
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
あ
る
こ
と
）

○
募
集
人
数　

50
人

○
募
集
期
間　

５
月
７
日（
月
）〜
６
月
８
日

　
（
金
）

○
応
募
方
法　

水
道
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に

　

達
し
た
時
点
で
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料（
昼
食
な
ど
は
各
自
で
用
意
）

○
集
合
時
間
と
集
合
場
所　

午
前
８
時
40
分
ま

　

で
に
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
集
合

平
戸
浄
水
場
・
阿
奈
田
浄
水
場
を
一
般
公
開
し

ま
す

　

水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
、
家

庭
や
学
校
へ
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
の
か
、
そ

の
過
程
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る
水
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）午

　

前
10
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
浄
水
場（
古
江
町
）、
阿
奈
田

　

浄
水
場（
大
川
原
町
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
者（
小
学
生
以
下
の
見

　

学
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
あ
る
こ
と
）

　　

市
民
参
加
型
の
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
で
23
軒
の
商
店
な
ど
で
観
光
客
に

対
し
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
ほ
か
平
戸
な

ら
で
は
の
お
も
て
な
し
に
努
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
６
軒
の
商
店
に「
平

戸
方
面
観
光
案
内
所
」と
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」の
募

集
を
継
続
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
、

詳
し
い
説
明
が
必
要
な
人
は
観
光
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

市
水
道
局
で
は
、
６
月
１
日（
金
）〜
７
日

（
木
）の
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
水
道
事
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
バ
ス
ツ
ア
ー
と
市
内
浄

水
場
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

○
申
込
締
切
日　

５
月
28
日（
月
）

○
申
込
方
法　

事
前
に
水
道
局
へ
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
と
体
験

者
の
集
ま
り
で
す
。
介
護
に
困
っ
た
と
き
、
実

際
に
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
の
お
話
は
、

き
っ
と
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
抱
え
る
介
護
者
同
士
で
話
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

ほ
か
に
も
、
認
知
症
の
こ
と
や
、
対
処
方
法

な
ど
の
ミ
ニ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
７
日（
木
）か
ら
毎
月
第
１

　

木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
北
部
公
民
館
）２
階
会
議
室

○
参
加
費　

無
料

　　

平
戸
で
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
開
設

に
尽
力
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス（
三
浦

按
針
）の
遺
徳
を
し
の
び
、慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

崎
方
公
園
按
針
塚

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
平
戸
市
民
生
涯
学

習
講
演
会
を
開
催
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。な
お
、応
募
に
つ
い
て
は
、

事
業
企
画
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
募
集
団
体
数　

若
干
数

○
講
演
内
容　

自
由（
た
だ
し
、
営
利
、
宗
教

　

勧
誘
、
政
治
的
利
用
を
目
的
と
し
な
い
も
の

　

に
限
り
ま
す
）

○
委
託
費　

上
限
50
万
円

○
開
催
要
件

　

①
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

　
　

こ
と

　

②
３
０
０
人
以
上
の
講
演
会
規
模
で
あ
る
こ

　
　

と

　

③
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
こ
と

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

15
戸（
平
戸
地
区
３
戸
・
田
平
地

　

区
９
戸〈
う
ち
６
戸
新
築
〉・
生
月
地
区
３
戸
）

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

５
月
14
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
５
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
お
母
さ
ん
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
語

り
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
を
見
つ
け
て

い
く
子
育
て
講
座
で
す
。

　

講
座
に
は
、
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
お

　

母
さ
ん

○
募
集
人
数　

10
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
締
切
日　

北
部
公
民
館　

６
月
４
日（
月
）

　

※

北
部
公
民
館
会
場
の
み
。
ほ
か
の
会
場
に

　
　

つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
畜
産
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
７

　

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
５

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
住
民
税
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
６

　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
４
７

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

と
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
が

決
定

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
５

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
6

成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
平
戸
市
内
に
あ
る
木
造
の
建
物
で
、
空
き

　
　

家
で
あ
る
こ
と

　

②
半
分
以
上
が
一
般
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ

　
　

れ
て
い
た
こ
と

　

④
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
建
物

　

⑤
老
朽
化
に
つ
い
て
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と

○
助
成
額

　

▼
対
象
と
な
る
経
費　

建
物
除
却
費
の
80
％

　
　

ま
た
は
、
国
の
標
準
除
却
額
と
の
い
ず
れ

　
　

か
少
な
い
額

　

▼
助
成
額　

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

　
　

で
50
万
円
を
上
限
に
助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
18
日（
火
）

平
成
24
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
新
規
）が

実
施
さ
れ
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験（
新
規
）が

行
わ
れ
ま
す
。
受
験
の
際
は
、
事
前
に
長
崎
県

猟
友
会
に
よ
り
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
で
は
狩
猟
免
許

を
取
得
し
て「
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
お
け
る
狩
猟

免
許
を
有
し
な
い
従
事
者
容
認
事
業
」を
活
用

す
る
人
に
対
し
、
市
か
ら
の
補
助
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

○
試
験
日　

６
月
25
日（
月
）

○
試
験
会
場　

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
試
験
種
目

　

①
網
猟
免
許（
網
が
使
用
で
き
る
免
許
）

　
耐
震
診
断
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造
住
宅
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
行
う
、
耐
震
診
断

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

診
断
の
結
果
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅

を
、
耐
震
改
修
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の

一
部
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正

　
　

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　

▼
耐
震
診
断　

３
万
円
を
助
成

　

▼
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

　

▼
耐
震
改
修　

診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
に

　
　

適
合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
、

　
　

工
事
費
の
２
分
の
１
で
30
万
円
を
限
度
に

　
　

助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
18
日（
火
）

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除
却
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家

の
除
却
を
行
う
人
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

　

②
わ
な
猟
免
許（
わ
な
が
使
用
で
き
る
免
許
）

　

③
第
一
種
銃
猟
免
許（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

　

④
第
二
種
銃
猟
免
許（
空
気
銃
）

○
受
付
期
間　

５
月
14
日（
月
）〜
６
月
８
日

　
（
金
）

○
申
請
手
数
料　

５
，
２
０
０
円（
一
種
目
）

○
添
付
書
類　

狩
猟
免
許
申
請
書
、
医
師
の
診

　

断
書
な
ど
、
写
真
１
枚
、
住
民
票
ま
た
は
運

　

転
免
許
証
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

○
受
験
申
込
先　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企

　

画
課　

☎
０
９
５
６-

41-

２
０
３
３

○
事
前
講
習
会
受
付
先　

佐
世
保
市
猟
友
会　

　

☎
０
９
５
６-

33-

２
８
８
０

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
愛
玩
鳥
獣

と
し
て
の
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
現
在
メ
ジ
ロ
を
飼
っ
て
い
る
人
で
、
継
続

し
て
飼
う
場
合
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
足
環
が
壊
れ
て
い
る
、
飼
養
許
可
証
が

無
い
場
合
は
更
新
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
４
，
９
８
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く

る
１
年
分
の
納
付
書
で
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
料
は
納
期
限

か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
公
正
で
透
明
な
市
政
を
実
現
す
る

た
め「
情
報
公
開
条
例
」を
、
ま
た
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に

「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を
施
行
し
、
運
用
し
て

い
ま
す
。

　

両
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
の

運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況　

33
件
の
公
開

　

請
求
が
あ
り
、
全
部
公
開
８
件
、
部
分
公
開

　

21
件
、
公
文
書
不
存
在
４
件
で
し
た
。

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況　

３
件
の

　

開
示
請
求
が
あ
り
、
全
部
開
示
１
件
、
部
分

　

開
示
１
件
、
個
人
情
報
不
存
在
１
件
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

生
涯
学
習
課
、
教
育
委
員
会
各
分
室
、
各
公

民
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
始
め
る
前
に
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
対　

象　

５
人
以
上
で
活
動
を
行
う
ス
ポ
ー

　

ツ
チ
ー
ム
・
文
化
活
動
団
体
・
地
域
団
体
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
。

　

※

学
校
管
理
下
に
お
け
る
活
動
は
対
象
と
な

　
　

り
ま
せ
ん
。

○
掛　

金　

８
０
０
円
〜
１
，
８
５
０
円（
一

　

人
当
た
り
年
額
）

長
崎
国
体
競
技
会
場
の
施
設
整
備
を
進
め
て
い

ま
す

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
69

回
国
民
体
育
大
会
軟
式
野
球
会
場
の
施
設
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
助
成
金
を
受
け
て
、
赤
坂
野
球
場
と
生
月
町

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
野
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
申

請
は
毎
年
度
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
障
害
等
級
に
よ
っ
て
は
減
免
が
適
用

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
減
免
が
受
け
ら
れ
る
要
件　

　

①
障
害
者
が
取
得
し
、
自
ら
運
転
す
る
軽
自

　
　

動
車
で
あ
る
こ
と
。

　

②
障
害
者
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が

　
　

取
得
し
、も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
通
学
、通
院
、

　
　

通
所
、
生
業
の
た
め
運
転
す
る
軽
自
動
車

　
　

で
あ
る
こ
と
。

　

③
障
害
者
が
所
有
し
、
障
害
者
の
み
で
構
成

　
　

さ
れ
る
世
帯
の
た
め
に
常
時
介
護
す
る
人

　
　

が
運
転
す
る
軽
自
動
車
で
あ
る
こ
と
。

○
減
免
の
対
象
と
な
る
台
数　

障
害
が
あ
る
人

　

に
つ
き
自
動
車
税
も
含
め
１
台
限
り

○
申
請
期
間　

平
成
24
年
度
納
税
通
知
書
到
着

　

後
〜
５
月
24
日（
木
）

○
申
請
書
類　

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
、
運

　

転
免
許
証
、車
検
証
、身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、

　

印
か
ん
、
通
院
ま
た
は
通
学
・
通
所
証
明
書

　
（
本
人
運
転
以
外
の
場
合
で
、
初
年
度
申
請

　

時
に
提
出
が
必
要
で
す
）

○
申
請
場
所　

税
務
課
住
民
税
班
、
各
支
所
市

　

民
協
働
課
、
各
出
張
所

　

消
防
庁
で
は
、
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
全
国
か
ら
標
語
を
募
集
し
、
平
成
24
年

度
の
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
６

月
の
第
２
週
を「
危
険
物
安
全
週
間
」と
し
、

意
識
を
高
め
事
故
防
止
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

防
火
・
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

平
成
24
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
危
険
物　

め
ざ
せ
完
封　

ゼ
ロ
災
害
」

広報ひらど 平成24年５月号 24Hirado City Public Relations,2012.525



電
線
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

九
州
電
力
㈱
平
戸
営
業
所

☎
０
１
２
０‐

９
８
６‐

４
０
１

問

　　

こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
る
と
き
や
、
魚
釣
り
を

す
る
と
き
は
、
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
所
で
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
電
線
に
掛
か
っ
た
時
は
、
絶
対
に
手

を
触
れ
ず
、
九
州
電
力
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
北
松
農
業
高
等
学
校

　
　

  

☎
57‐

０
５
１
２（
担
当
：
山
本
・
森
）

北
農
成
人
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

申
・
問
平
戸
商
工
会
議
所

　
　

  

☎
22‐

３
１
３
１

中
村
文
昭
氏
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

宿
日
直
業
務
の
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

問
田
平
土
木
維
持
管
理
事
務
所
管
理
班

　

☎
57

-

０
５
６
２

平
成
24
年
度
調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

問
県
北
保
健
所
企
画
調
整
課

　

☎
57

-

３
９
３
３

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

問
県
北
振
興
局
税
務
部

　

☎
０
９
５
６

-

22

-

９
２
２
３

平
戸
税
務
署

☎
23‐

２
１
３
１

問

相
続
な
ど
に
か
か
る
生
命（
損
害
）

保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
の
税

務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

■３月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期

（ 　）内は昨年同期

■３月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）1名（軽傷）4名

（11件）

（  ０名）

（14名）

3件

０名

5名

■ひらどふれあい福祉基金

■生月町中央公民館図書室へ

　○木場町　　　山頭　久義
　○生月町舘浦　戸田　幾嘉

　○平戸法人会生月支部
　　（本98冊、掛け時計などを寄贈）

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

火災

救急

11件）

398件（412件）

　7件（
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今
年
も「
北
農
成
人
大
学
講
座
」を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　

５
月
19
日（
土
）〜
10
月
27
日（
土
）

　

の
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

　

※

計
９
回
開
催

○
と
こ
ろ　

北
松
農
業
高
等
学
校

○
講
座
内
容　

野
菜
・
果
樹
・
花
・
イ
モ
類
の

　

管
理
、
菓
子
類
の
製
造
、
町
並
み
散
策
な
ど

○
募
集
人
数　

30
人
程
度

○
実
習
材
料
費　

１
，
０
０
０
円

○
募
集
期
間　

５
月
７
日（
月
）、
８
日（
火
）、

　

10
日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、「
出
会
い

を
生
か
せ
ば
道
は
開
け
る
!!
」と
題
し
て
、
中

村
文
昭
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
、
入
場
券
の
事
前
発
送
希
望
の
有
無

を
記
入
し
て
、
５
月
20
日（
日
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
平
戸
商
工
会
議
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

３
１
３
０

○
と　

き　

６
月
２
日（
土
）午
後
６
時
30
分
開

　

演
○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

大
人
１
，
０
０
０
円
・
高
校
生
以

　

下
無
料

　

勤
務
条
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
採
用
は
、
面
接
試
験
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

○
委
託
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜
平
成
25
年
３

　

月
31
日（
日
）

○
勤
務
場
所　

田
平
土
木
維
持
管
理
事
務
所

○
業
務
内
容　

業
務
時
間
外
に
お
け
る
庁
舎
執

　

務
室
な
ど
の
鍵
の
管
理
、
庁
舎
正
門
の
開
閉
、

　

郵
便
物
な
ど
の
収
受
、
電
話
の
受
理
お
よ
び

　

関
係
職
員
へ
の
緊
急
連
絡
な
ど

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
応
募
方
法　

写
真
を
添
付
し
た
履
歴
書
を
田

　

平
土
木
維
持
管
理
事
務
所
に
提
出

○
提
出
期
限　

５
月
15
日（
火
）午
後
５
時
必
着

○
受
験
資
格　

中
学
卒
業
以
上
で
、
次
の
施
設

　

ま
た
は
営
業
に
お
い
て
２
年
以
上
調
理
の
業

　

務
に
従
事
し
た
人

　

①
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設（
継

　
　

続
し
て
１
回
20
食
以
上
ま
た
は
１
日
50
食

　
　

以
上
を
調
理
す
る
施
設
）

　

②
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
惣
菜
製

　
　

造
業
の
施
設

○
試
験
日　

８
月
２
日（
木
）

○
試
験
会
場　

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

○
受
験
手
数
料　

６
，
１
０
０
円

○
願
書
配
布
と
提
出
先　

県
北
保
健
所

○
願
書
受
付
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜
６
月

　

８
日（
金
）

平
成
24
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
木
）で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
期

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。（
軽
自
動
車
税
は
県
税
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　　

相
続
な
ど
に
よ
り
、
遺
族
の
人
が
生
命
保
険

契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
の
所
得
税
の
取
扱
い
が
、
平
成
22
年
10
月
か

ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
納
め
過

ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
相
当
額
が
還
付
さ
れ

る
場
合（
特
別
還
付
金
）が
あ
り
ま
す
。

○
還
付
請
求
手
続
期
限　

６
月
29
日（
金
）

○
対
象
年
金　

年
金
型
保
険
、
学
資
保
険
、
個

　

人
年
金
保
険

　

※

保
険
料
な
ど
の
負
担
者
で
な
い
も
の

○
対
象
期
間　

平
成
12
年
分
〜
平
成
18
年
分

【
平
戸
地
区
】

立
石　

琉
人 

毅 

戸
石
川

栁
原　

開
男 

盛
二 

高
越　
　
　

吉
田　

友
愛 

勝
太 

幸
の
浦

須
﨑　

龍
清 

広
明 

白
浜

前
川　

も
な 

敏
郎 

戸
石
川

西
田　

樹
加 

司 

大
石
脇

元
山　

瑠
花 

春
樹 

野
子

永
田　

悠
眞 

栄
二 

獅
子
第
２

小
髙　

莉
愛 

憲 

曲
り

金
子　

大
晟 

健
一
郎 

白
浜

【
生
月
地
区
】

濵
田　

一
輝 

諭 

浦
南

【
田
平
地
区
】

相
知　

歩
羽 

健
二 

小
崎

【
平
戸
地
区
】

近
藤　

瑞
江 

71
歳 

3
／
20 

大
山

福
海　

勇
治 

65
歳 

3
／
20 

川
内
浦

山
頭　

利
吉 

87
歳 

3
／
22 

田
崎

西
田　

留
太
郎 

91
歳 

3
／
23 

飯
良

藤
田　

藤
太
郎 

86
歳 

3
／
23 

木
ヶ
津
第
２

末
吉　

賢
一 

88
歳 

3
／
24 

下
中
野

山
頭　

ミ
ツ 

83
歳 

3
／
26 

田
崎

大
石　

憲
二 

78
歳 

3
／
27 

紐
差
第
２

牧
野　

盛 

88
歳 

4
／
3 

神
崎

坪
川　

タ
カ
子 

83
歳 

4
／
6 

薄
香
浦

松
永　

説
子 

83
歳 

4
／
11 

山
中

松
山　

紋
エ
門 

93
歳 

4
／
13 

獅
子
第
１

山
下　

穌
之
信 

81
歳 

4
／
14 

曲
り

【
生
月
地
区
】

町
田　

留
次
郎 

92
歳 

3
／
20 

元
触

末
永　

長
生 

82
歳 

3
／
22 

山
田

伊
藤　

ク
マ 

92
歳 

3
／
26 

舘
浦
屋
敷

立
木　

ヨ
シ
子 

87
歳 

3
／
30 

舘
浦
浜

大
久
保　

順
市 

77
歳 

4
／
1 

浦
南

門
﨑　
　

市 

85
歳 

4
／
2 

元
触

【
田
平
地
区
】

山
野　

襄
介 

92
歳 

3
／
20 

米
の
内

北
浦　

良
子 

69
歳 

3
／
21 

小
手
田

中
村　

美
代
子 

92
歳 

3
／
31 

生
向

濱
田　

カ
子 

95
歳 

3
／
31 

平
戸
口

浦
川　

太
郎 

84
歳 

4
／
4 

小
手
田

原　
　

清
美 

61
歳 

4
／
5 

米
の
内

【
大
島
地
区
】

大
浦　

巖 

81
歳 

3
／
16 

前
平

高
松　

靜
子 

78
歳 

3
／
16 

的
山
浦　

鳥
野　

ヒ
サ 

81
歳 

3
／
19 

西
宇
戸

柳
田　

岩
義 

83
歳 

4
／
7 

大
根
坂　

　
　
　
　
　
　

（
３
／
16
〜
４
／
15
受
付
分
）

か
ね　
こ 

た
い
せ
い 

け
ん
い
ち
ろ
う

は
ま　
だ 

か
ず　
き 

さ
と
し

お
お　
ち 

ふ　

う 

け
ん　
じ

　
こ
ん
ど
う 

み
ず　
え

ふ
く　
み 

ゆ
う　
じ

や
ま
が
し
ら 

り　
き
ち

に
し　
だ 

と
め　
た　
ろ
う

ふ
じ　
た 

と
う　
た　
ろ
う

す
え
よ
し 

け
ん
い
ち

や
ま
が
し
ら

お
お
い
し 

け
ん
じ

ま
き
の 

さ
か
る

つ
ぼ
か
わ

ま
つ
な
が 

せ
つ
こ

ま
つ
や
ま 

も
ん　
え　
も
ん

や
ま
し
た 

す
ず　
の　
し
ん

ま
ち　
だ 

と
め　
じ　
ろ
う

す
え
な
が 

な
が　
お

　
い　
と
う

た
ち　
き

お
お　
く　

ぼ 

じ
ゅ
ん
い
ち

か
ど
さ
き 

う　
い
ち

た
て
い
し 

り
ゅ
う
と 

た
け
し

や
な
ぎ
は
ら 

か
い
お 

せ
い
じ

よ
し　
だ 

ゆ
う　
あ 

し
ょ
う
た

　
す　
さ
き 

り
ゅ
う
せ
い 

ひ
ろ
あ
き

ま
え
か
わ 

 

と
し
ろ
う

に
し　
だ 

じ
ゅ　
か 

つ
か
さ

も
と
や
ま 

る　

か 

は
る　
き

な
が　
た 

は
る　
ま 

え
い　
じ

　
こ　
た
か 

り　

あ 

け
ん

や
ま
の 

じ
ょ
う
す
け

き
た
う
ら 

よ
し 

こ

な
か
む
ら 

み　

よ　

こ

は
ま　
だ 

か　

ね

う
ら
か
わ 

た　
ろ
う

は
ら 

き
よ　
み

お
お
う
ら 

い
わ
お

た
か
ま
つ 

し
ず　
こ

と
り　
の

や
な
ぎ
だ 

い
わ
よ
し


